
トリチウムは、国内外の原発・再処理施設においても、各国・地域の法令を遵守した上で、液体廃棄
物として海洋や河川等へ、また、換気等にともない大気中へ排出されている。

（参考）トリチウムの年間処分量 ～国内外の例～

月城原発(韓国)
液体：71兆Bq
気体：92兆Bq

(2021年)

古里原発(韓国)
液体：49兆Bq
気体：21兆Bq
（2021年）

ラ・アーグ再処理施設(仏国)
液体： 10000兆Bq
気体： 54兆Bq

(2021年)

コフレンテス原発(スペイン)
液体：0.6兆Bq
気体：0.5兆Bq

(2021年)

ブランズウィック1,2原発(米国)
液体：2.7兆Bq
気体：3.3兆Bq

(2021年)
グランドガルフ原発(米国)

液体：0.7兆Bq
気体：0.7兆Bq

(2021年)

ディアブロキャニオン1,2原発(米国)
液体：40兆Bq
気体：1.3兆Bq

(2021年)

ダーリントン原発(カナダ)
液体：190兆Bq
気体：260兆Bq

(2021年)
ピッカリング1-4原発(カナダ)

液体：480兆Bq
気体：520兆Bq

(2021年)

チェルナヴォーダ1原発(ルーマニア)
液体：130兆Bq
気体：235兆Bq

(2021年)

トリカスタン原発(仏国)
液体 ： 42兆Bq

気体 ： 1.4兆Bq
（2021年）

クルシュコ原発(スロベニア)
液体 ：16兆Bq

(2021年)

アスコー1原発(スペイン)
液体：25兆Bq
気体：0.8兆Bq

(2021年)

秦山原発(中国)
液体：218兆Bq
気体：114兆Bq

(2021年)

セラフィールド再処理施設(英国)
液体 ：186兆Bq
気体 ：38兆Bq

(2020年) 
ヘイシャム2原発（英国）

液体：323兆Bq
気体：1.2兆Bq

(2020年) 

グレドレミンゲンB-C原発(ドイツ)
液体：1.1兆Bq
気体：0.2兆Bq
(2021年)

サイズウェルB原発(英国)
液体：23兆Bq
気体：0.7兆Bq

(2020年) 

ブルースA,B原発(カナダ)
液体：1190兆Bq
気体：1230兆Bq

(2021年)

福島第一原発(日本)
液体：2.2兆Bq
気体：1.5兆Bq

(2010年【事故前】)

日本のPWR平均値（※）
(2008年～2010年の平均）

液体：約18～83兆Bq
気体：約4400億～13兆Bq

馬鞍山原発(台湾)
液体：35兆Bq
気体：11兆Bq

（2021年）

＜参考＞1兆Bq≒約0.019g（トリチウム水）

出典：英国：Radioactivity in Food and the Environment, 2021
カナダ：CNSC, Radionuclide Release Datasets
その他の国・地域：電力事業者の報告書より作成

寧徳原発(中国)
液体：102兆Bq
気体：1.6兆Bq

(2021年)

陽江原発(中国)
液体：112兆Bq
気体：1.8兆Bq

(2021年)

日本のBWR平均値（※）
(2008年～2010年の平均）
液体：約316億～1.9兆Bq
気体：約770億～1.9兆Bq

紅沿河原発(中国)
液体：90兆Bq
気体：2.3兆Bq

(2021年)

1

※枠内の数値はトリチウム放出量を示す。

PWR（加圧水型炉）

BWR（沸騰水型原子炉）or 
ABWR（改良型沸騰水型軽水炉） 再処理施設

CANDU（カナダ型重水炉）
or HWR（重水炉）

AGR（改良型ガス冷却炉）

※日本のBWR平均値/PWR平均値
2008年から2010年の日本国内の各原発（サイト単位）の放出量の平均値を算出し、
その最小値と最大値を示している。


